
○応募者数・応募作品数

人数 作品数 人数 作品数 人数 作品数 人数 作品数 人数 作品数

俳句 688人 1,144点 809人 1,477点 787人 1,388点 857人 1,473点 3,141人 5,482点

川柳 446人 803点 205人 391点 270人 481点 378人 593点 1,299人 2,268点

短歌 9人 15点 43人 68点 457人 695点 237人 375点 746人 1,153点

詩 104人 120点 119人 145点 166人 173点 20人 24点 409人 462点

合　計 1,247人 2,082点 1,176人 2,081点 1,680人 2,737点 1,492人 2,465点 5,595人 9,365点

特選 3点 特選 3点 特選 3点 特選 2点 特選 11点

準特選 7点 準特選 9点 準特選 9点 準特選 9点 準特選 34点

佳作 15点 佳作 20点 佳作 20点 佳作 20点 佳作 75点

入選 25点 入選 30点 入選 30点 入選 30点 入選 115点

計 50点 計 62点 計 62点 計 61点 計 235点

特選 2点 特選 1点 特選 1点 特選 2点 特選 6点

準特選 5点 準特選 2点 準特選 3点 準特選 3点 準特選 13点

佳作 11点 佳作 5点 佳作 7点 佳作 8点 佳作 31点

入選 25点 入選 12点 入選 15点 入選 18点 入選 70点

計 43点 計 20点 計 26点 計 31点 計 120点

特選 1点 特選 1点 特選 2点 特選 1点 特選 5点

準特選 1点 準特選 1点 準特選 6点 準特選 3点 準特選 11点

佳作 1点 佳作 2点 佳作 9点 佳作 5点 佳作 17点

入選 1点 入選 3点 入選 22点 入選 12点 入選 38点

計 4点 計 7点 計 39点 計 21点 計 71点

特選 2点 特選 2点 特選 2点 特選 1点 特選 7点

準特選 4点 準特選 5点 準特選 5点 準特選 1点 準特選 15点

佳作 6点 佳作 7点 佳作 8点 佳作 1点 佳作 22点

入選 10点 入選 12点 入選 15点 入選 2点 入選 39点

計 22点 計 26点 計 30点 計 5点 計 83点

特選 8点 特選 7点 特選 8点 特選 6点 特選 29点

準特選 17点 準特選 17点 準特選 23点 準特選 16点 準特選 73点

佳作 33点 佳作 34点 佳作 44点 佳作 34点 佳作 145点

入選 61点 入選 57点 入選 82点 入選 62点 入選 262点

計 119点 計 115点 計 157点 計 118点 計 509点

詩

合　計

俳句

川柳

短歌

○入賞点数

小学１・２年生 小学３・４年生 小学５・６年生 中学生 合　　計

合　　計小学１・２年生 小学３・４年生 小学５・６年生 中学生
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ま

え

が

き

彦
根
市
教
育
委
員
会

教
育
長

善
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喜
太
郎

彦
根
市
お
よ
び
彦
根
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
文
化
芸
術
活
動
を
通
し
て
自
己
表
現
で
き
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
文

化
芸
術
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
努
力
と
栄
誉
を
称
え
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
文
化
芸
術
活
動
を
担
う
次
世
代
の
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
『
ひ
こ
ね
子
ど
も
文
化
芸
術
奨
励
事
業
』
を
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
語
の
持
つ
本
来
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
豊
か
な
表
現
力
（
考
え
る
力
・
書
く
力
・
伝

え
る
力
）
を
育
む
た
め
、
「
第
六
回

ひ
こ
ね
子
ど
も
文
芸
作
品
」
と
し
て
、
俳
句
、
川
柳
、
短
歌
、
詩
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多
い
、
延
べ
五
千
五
百
九
十
五
人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
九
千
三
百
六
十
五
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
文
芸
の
創
作
活
動
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

文
芸
作
品
は
、
「
自
分
の
思
い
や
感
情
が
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
た
作
品
」
で
す
。
皆
さ
ん
の
作
品
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
ど
れ
も
個
性
豊
か
な
も
の

の
見
方
や
感
じ
方
で
、
子
ど
も
ら
し
い
素
直
な
心
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
文
芸
作
品
を
通
じ
て
養
わ
れ
た
表
現
力
を
、

今
後
さ
ら
に
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
や
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
簡
単
そ
う
で
意
外
と
難
し
く
、
時
に
は
勇
気
が
い
る
も

の
で
す
が
、
大
人
に
な
り
、
社
会
に
出
て
い
く
う
え
で
必
要
と
さ
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
皆
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き
、

日
常
の
中
に
あ
る
多
く
の
事
柄
を
感
じ
、
考
え
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
自
分
自
身
の
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
入
選
集
を
手
に
取
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
他
の
学
年
や
、
他
の
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

作
品
に
は
、
普
段
何
気
な
く
見
て
い
る
身
の
回
り
の
自
然
や
風
景
、
そ
し
て
、
自
分
と
身
近
な
家
族
や
友
だ
ち
の
こ
と
を
題
材
と
し
て
い
る
作
品
が
多
く
、

人
そ
れ
ぞ
れ
で
感
じ
方
や
考
え
方
が
異
な
り
ま
す
。
他
の
作
品
を
見
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
、
今
ま
で
意
識
し
な
か
っ

た
事
柄
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
な
り
、
新
た
な
発
見
や
再
認
識
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
他
人
の
考
え
や
思
い
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
う
心
を

育
ん
で
く
れ
る
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
彦
根
文
芸
協
会
の
皆
様
に
は
作
品
の
審
査
を
は
じ
め
、
夏
休
み
に
は
「
夏
休
み
文
芸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
講
師
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
く
な
ど
、
彦
根
市
に
お
け
る
新
た
な
文
芸
活
動
の
人
材
育
成
の
た
め
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
明
日
の
彦
根
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
、
温
か
な
目
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
関
係
各
位
の
皆
様
に
お
願
い
申

し
上
げ
、
発
刊
に
寄
せ
る
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
八
年

三
月


